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がんばってます！消防団 編集 ● 加悦方面隊

骨こ
つ
そ
し
ょ
う
し
ょ
う

粗
鬆
症
で
骨
が
弱
く
な
る
と
、
さ
さ
い
な
動
作
で
骨
が
つ
ぶ
れ
た

り
、
転
ん
で
簡
単
に
骨
折
を
お
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
高
齢
者
の
場
合

だ
と
、
骨
折
か
ら
寝
た
き
り
に
な
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て

生
活
の
質
が
ぐ
ん
と
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

健やか広場　　骨粗鬆症～あなたの骨は大丈夫？～

～台風シーズン到来～
９月と 10 月は、台風が上陸する季節なので、事前の心構えが必要です。

普段から気象情報に注意して、自分自身を守る為に次の４つのことを心がけましょう。

与謝野町洪水・土砂災害ハザードマップの活用！

お住まいの場所が、特別警戒区域（赤）、警戒区域（黄）になっていないか再確認しましょう。
（特別警戒区域の場合、さらに注意が必要となります）
与謝野町ホームページより検索できます。（http://www.town-yosano.jp/open_imgs/info/0000014374.pdf）

Check　避難所に持っていくと便利な物
携帯ラジオ、懐中電灯、乾電池、充電器、非常食、水、コップ、タオル、衣類、上着、紙おむつ、手袋、
応急医療品、常備薬、歯磨きセット、毛布、ヘルメット、ライター、缶切り、ナイフ、ロウソク、メガネ、
コンタクトレンズ、マスク、現金、預金通帳、印鑑、保険証、携帯電話、ラップ、生理用品　etc

できることから生活習慣
の改善を始め、いつまで
も元気で過ごせる身体を
目指しましょう！

非常時に持ち出す荷物の準備！

テレビ・ラジオ・インターネットで最新の天気予報・災害情報の確認！

避難場所、避難経路の確認！

ＫＹＴ有線テレビの気象情報も活用しましょう。

いざという時に、慌てないで避難する為に家族で話し合いましょう。　※下図「避難の心得」参考

避難の心得
いざというときのために、日ごろから避難に必要なものを整理し、

避難の手順について話し合っておきましょう。

状況によりすばやく避難しましょう

避難情報などが発表されていなくても、雨の状況など
から判断し、自主的に避難しましょう。

防災メモを持とう

高齢者や子どもは、事前に住所、氏名、連絡先などを
記載したメモを用意し、身につけて避難しましょう。

車での避難は控えて

車は、約 30 ㎝の浸水で走行困難になります。車での
避難は極力避けましょう。

非常持ち出し品は最小限に！

非常持ち出し品はリュックサックなどにまとめ、両手
が自由に使えるようにしましょう。

家族には連絡メモを残そう

外出中の家族には、「どこどこへ避難する」といった
ようなメモを残しておくと良いでしょう。

集団で助け合おう

単独での行動は避け、近所の人たちと集団で決められ
た場所へ避難しましょう。

安全なルートで避難

避難所への経路は、川べりや地下歩道などは避け、で
きるだけ安全な広い道を選びましょう。

避難所では指示に従いましょう

避難所に着いたら、避難所担当者の指示に従い、住所・
氏名等を報告しましょう。

●
腰
や
背
中
に
痛
み
が
あ
る　

●
背
中
が
丸
く
な
っ
て
き
た

　
当
て
は
ま
る
項
目
が
あ
る
人
は
、
骨
粗

鬆
症
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

症
状
は
徐
々
に
起
る
た
め
、
な
か
な
か
病

気
で
あ
る
と
気
づ
き
ま
せ
ん
。
気
が
つ
い

た
と
き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
た
と
い

う
人
も
少
な
く
な
い
の
で
す
。

更
年
期
以
降
の
女
性
は
要
注
意

　
骨
粗
鬆
症
は
、
１
３
０
０
万
人
の
患
者

さ
ん
が
い
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

圧
倒
的
に
女
性
に
多
く
、
患
者
数
の
約
8

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
は
、
女

性
ホ
ル
モ
ン
「
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
」
の
分
泌

量
の
減
少
で
す
。
エ
ス
ト
ロ
ゲ
ン
は
丈
夫

な
骨
を
保
つ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
で

女
性
の
身
体
を
守
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
更
年
期
に
な
る
と
エ
ス
ト
ロ

ゲ
ン
の
分
泌
が
急
激
に
減
っ
て
し
ま
う
た

め
、
骨
量
が
減
り
、
骨
粗
鬆
症
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
骨
密
度
は
簡
単
な
検

査
で
分
か
り
ま
す
。
専
用
の
測
定
器
で
痛

み
も
な
く
、
短
時
間
に
測
定
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
町
で
も
20
歳
か
ら
70
歳
の
女

性
を
対
象
に
毎
年
検
診
を
行
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

丈
夫
な
骨
づ
く
り
を
し
よ
う
！

　
骨
粗
鬆
症
に
な
る
要
因
に
は
、
加
齢
の

他
に
も
体
質
な
ど
自
分
で
は
避
け
ら
れ
な

い
も
の
と
、
普
段
の
生
活
習
慣
で
避
け
ら

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
避
け
ら
れ
る
要

因
を
見
直
し
、
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
も
の
は
早
め
に
改
善
を
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
正
し
い
食
生
活

　
特
に
重
要
な
の
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取

で
す
が
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
を
助
け
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
骨
が
作
ら
れ
る
の
を
助
け

る
ビ
タ
ミ
ン
K
、 

さ
ら
に
、
タ
ン
パ
ク
質
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
栄
養
素
を
摂

取
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
必
要
な
栄
養

骨
粗
鬆
症
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

骨
は
身
体
を
支
え
、
内
臓
を
保
護
し
、

筋
肉
と
と
も
に
身
体
を
動
か
し
た
り
、
カ

ル
シ
ウ
ム
を
貯
蔵
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

骨
は
一
度
つ
く
ら
れ
る
と
「
一
生
変
わ
ら

な
い
も
の
」
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実

は
骨
も
活
発
な
代
謝
を
く
り
返
し
て
い
ま

す
。
骨
量
は
、
思
春
期
に
最
大
に
達
し
ま

す
。
40
歳
半
ば
ま
で
は
ほ
ぼ
一
定
に
保
た

れ
ま
す
が
、
40
歳
後
半
頃
か
ら
徐
々
に
低

下
し
て
い
き
ま
す
。
丈
夫
で
し
な
や
か
な

骨
を
保
つ
た
め
に
は
、
古
い
骨
を
こ
わ
し
、

た
え
ず
新
し
い
骨
に
作
り
変
え
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
骨
代
謝
と
い
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
骨
の
も
と
に
な
る
カ
ル
シ

ウ
ム
の
摂
取
が
不
足
し
た
り
、
歳
を
と
る

に
し
た
が
っ
て
骨
を
つ
く
る
た
め
の
ホ
ル

モ
ン
が
不
足
し
て
く
る
と
、
作
ら
れ
る
骨

の
量
よ
り
も
、
こ
わ
さ
れ
る
骨
の
量
が
多

く
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、
骨
量
が
減
り
、

骨
が
も
ろ
く
な
っ
て
「
骨
粗
鬆
症
」
に
な

り
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の
危
険
信
号
！

●
以
前
に
比
べ
て
身
長
が
低
く
な
っ
た

素
を
過
不
足
な
く
摂
る
た
め
に
、
毎
日
の

食
事
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
適
度
な
運
動

　
骨
を
丈
夫
に
す
る
に
は
、
運
動
量
を
増

や
し
骨
に
適
度
な
刺
激
を
与
え
る
こ
と
も

必
要
で
す
。
運
動
す
る
こ
と
で
体
内
の
カ

ル
シ
ウ
ム
が
有
効
に
使
わ
れ
、
骨
量
の
増

加
や
維
持
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
運

動
す
る
こ
と
で
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚

も
養
わ
れ
て
転
倒
し
に
く
く
な
る
た
め
、

骨
折
も
予
防
で
き
ま
す
。
決
し
て
無
理
は

せ
ず
、
自
分
に
合
っ
た
運
動
を
継
続
す
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他

　
日
に
当
た
る
こ
と
で
体
内
で
の
ビ
タ
ミ

ン
D
が
増
え
、
腸
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸

収
を
助
け
ま
す
。
強
い
紫
外
線
に
注
意
し

て
、
適
度
に
日
光
浴
を
し
ま
し
ょ
う
。
一

方
で
、
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル
や
カ
フ
ェ
イ

ン
摂
取
、
喫
煙
は
、
腸
で
の
カ
ル
シ
ウ
ム

の
吸
収
を
阻
害
す
る
作
用
が
あ
り
、
骨
粗

鬆
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

思
い
当
た
る
人
は
、
早
め
の
改
善
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
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皆 さんこんにちは！ミシェルです。私はこの夏で与謝野
町に住んでちょうど一年になります。与謝野町が大好

きですし、毎日の生活が楽しいです。ここではアメリカに住ん
でいたころは一度も経験したことのないことをたくさん経験し
ました。
例えば、実家のあるフロリダ州にはほとんど山がないため、
私が初めて日本に来たとき、一面の山々を見て非常に驚いたこ
とを覚えています。一年経ってもまだ、私
はこの町の山々は美しく素晴らしいと感じ
ます。
アメリカに住んでいたころ私は非常に内
気で、外出が好きではありませんでした。し
かし、日本に来ることになり、私は外に出
て探検することに挑戦しようと決意しまし
た。私は車があまり好きではないため、外
出には自転車を使います。夏の暑さや冬の雪に負けずに自転車
で買い物に行くことを楽しんでいます。
また、私は新しいことに挑戦し、新しい食べ物を食べ、新し
い人に会うことも日本での目標にしています。そこで、誰かか
ら何かイベントに招待されたときは、いつでも「行きます」と
言うようにしています。そのため、ふろしきの結び方、着物の
着付け、ヒマワリ畑の美しさ、お祭りの楽しさ、ラーメン、そば、
あんこの美味しさ、カラオケで歌うことで勇気付けられること
を知ることができました。

この町でのたくさんの素晴らしい経験の中で一番を選ぶこと
はできませんが、特に印象深かったことは大江山に登ったこと
でした。小学校の授業で山に登ると聞いたとき、私は緊張して
怖がっていました。私の故郷には丘さえなく、自分は登山がで
きないと思っていたからです。登っている間はやはり想像以上
に大変で、私は先生と子どもたちに励まされながら頑張りまし
た。やっと山頂に着いたとき、そこから見る景色は本当に美し

いものでした。町と山々の全てを上から見
ることができました。山の頂上では皆と一
緒に昼食を食べ、それも格別においしかっ
たです。

最近では８月に「イングリッシュキャン
プ」のスタッフとして参加しました。こ
れは子どもたちと外国人が一緒にキャンプ
をして英語と外国の文化を体験するもので、

そこで私は子どもたちに「チリ」の作り方を教えました。これ
は肉と野菜を煮込んでトウガラシで味付けしたものでアメリカ
では一般的な家庭料理です。日本の皆さんが自分の文化を私と
共有してくれたように、私は自分の文化を共有することができ
て嬉しく感じました。

与謝野町に住んでいることは、新しい挑戦に満ちた素晴らし
い経験であり、毎日が驚きに満ちています。私はこれからの一
年間にもっとたくさんの新しい経験をして、自分を広げたいと
思っています！

A L T リレーコラム ［第 76 回　新しい経験 　by ミシェル・ビューロー］ COLUMN

イングリッシュキャンプで「チリ」
の作り方を教えました

聖
三
一
幼
稚
園
の
近
く
に
建
つ

公
民
館
建
物
は
、
昭
和
９
年

完
成
と
い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
。以
後
、

い
ろ
い
ろ
な
改
修
が
加
え
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
建
設
当
初
の
面
影
を
留
め
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
と
な
っ
て
は
昭

和
初
期
の
公
共
建
物
と
し
て
数
少
な
い

も
の
の
一
つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
か
つ

て
は
算
所
公
会
堂
（
会
議
所
）
と
し
て

建
て
ら
れ
た
た
め
、
今
も
「
公
会
堂
」

と
呼
ば
れ
る
方
も
あ
り
ま
す
。

活
動
は
、
区
や
ス
ポ
ー
ツ
委
員
、
長

寿
会
、
愛
護
会
、
婦
人
会
、
文
化
部
な

ど
が
中
心
と
な
っ
て
、ソ
フ
ト
バ
レ
ー
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
社
会
見
学
、
料

理
会
、
囲
碁
ボ
ー
ル
、
手
芸
教
室
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
恒
例
と
な
っ
て
い

る
文
化
祭
で
は
、
絵
画
、
書
、
手
芸
、

生
花
、
陶
芸
、
木
工
な
ど
の
作
品
が
会

場
に
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
、
昨
年
は
文

化
琴
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

公民館訪問 ［ 第45回　算所地区公民館 ] 

も
っ
と
も
参
加
者
の
多
い
行
事
は

「
さ
ん
さ
ん
祭
」
と
呼
ん
で
い
る
算
所

区
の
夏
祭
り
で
す
。
算
所
の
「
さ
ん
」

と
さ
ん
さ
ん
と
輝
く
太
陽
を
か
け
て
名

づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
語
呂
合
わ
せ
の

よ
う
に
、
今
年
は
ち
ょ
う
ど
33
回
を
迎

え
ま
し
た
。
長
く
算
所
地
区
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は

算
所
会
館
周
辺
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

当
日
午
後
に
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で

盛
り
上
が
り
、
夕
方
か
ら
祭
会
場
に
移

り
ま
す
。
組
み
上
げ
ら
れ
た
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
バ
ン
ド
、
大
正
琴
、
囃
子
保
存

会
な
ど
の
演
奏
や
踊
り
、
大
道
芸
な
ど

が
次
々
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
わ

り
で
は
主
に
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
飲
み
物
や
食
べ
物

が
販
売
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
周
辺
は
、
夜

遅
く
ま
で
談
笑
さ
れ
る
区
民
の
方
々
で

に
ぎ
わ
い
ま
す
。

上
／
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
様
子

下
／
文
化
祭
で
文
化
琴
を
披
露

さんさん祭で囃子を披露する子どもたち

　図書館おはなし会

[ 野田川 ] ９月 16 日（土）午前 10 時 30 分～
 （紙芝居の日）

[ 本　館 ] 10 月７日（土）午後３時～

Info

９月第３月曜日は敬老の日。現在 90 歳以上の著者が書く本に注目が集まり、
その中にはベストセラーになっているものもあります。図書館でもよく利用さ
れる本をご紹介します。

図書館へ行こう！  BOOKS

●問い合わせ先／与謝野町立図書館 ☎ 46-2451　加悦分室 ☎ 43-0376　野田川分室 ☎ 43-0087
●開館時間／午前 10 時～午後６時　●休館日／毎週月曜（本館・加悦分室）、毎週火曜（野田川分室）、毎月最終木曜（共通）

人生の先輩に学ぶ
『100 歳が聞く 100 歳の話』

日野原重明／偕成社

今年７月に 105 歳で亡くなった日野原重明
氏が、美術家には長寿で活躍している人が
多いことに着目し、90 歳以上の第一線で
活躍していた芸術家５人に、人生哲学や健
康法などを聞いたインタビュー集。豊富な
人生経験から綴られる人生の先輩たちの言
葉に耳を傾けてみませんか。

『九十歳。何がめでたい』
佐藤愛子／小学館

大正 12 年生まれの著者が昨年 93 歳のと
きに出版したこの本は、エッセイの名手
である彼女の真骨頂である歯切れの良い
語り口で、当時の出来事やその世論への
自分の思いを綴っています。一見過激に
思えるけれど、ユーモアと温かみを感じ
られる文章が魅力的なエッセイです。

『103 歳になってわかったこと 人生は一人でも面白い』
篠田桃紅／幻冬舎

著者は大正２年生まれ。墨を用いた抽象表
現主義者として、世界的に広く知られてお
り、この本を書いた当時、数えで 103 歳で、
制作活動を続けています。
100 歳を越えた今だから分かることがある
として、人生の生き方、楽しみ方について
語った１冊です。

『103 歳になってわかったこと 人生は一人でも面白い』
篠田桃紅／幻冬舎

著者は大正２年生まれ。墨を用いた抽象表
現主義者として、世界的に広く知られてお
り、この本を書いた当時、数えで 103 歳で、
制作活動を続けています。
100 歳を越えた今だから分かることがある
として、人生の生き方、楽しみ方について
語った１冊です。

『コウノトリのコウちゃん』
かこさとし／小峰書店

大正 15 年生まれの著者は今年で 91 歳。
世代を超えて愛される絵本作家であり、
今なお、新しい絵本を生み出しています。
今年２月に出版されたこの絵本は、著者
の地元越前市の取り組みを元にコウノト
リの兄弟の成長とそれを見守る人々の姿
を描いた作品です。

一般書 ●『アルカイダから古文書を守った図書
館員』ジョシュア・ハマー／紀伊國屋書店 ●『
「自分」の壁』養老孟司／新潮社 ●『人付き合
いが苦手なのはアスペルガー症候群のせいでし

た。』吉濱ツトム／宝島社 ●『離れている家族に冷凍お届け
ごはん』上田淳子／講談社 ●『はかりきれない世界の単位』
米澤敬／創元社 ●『12歳からはじめるゼロからのＣ言語ゲー
ムプログラミング教室』大槻有一郎／ラトルズ ●『誤解され
やすい方言小辞典』篠崎晃一／三省堂 ●『家電兄弟』阿部牧
郎／ＰＨＰ研究所 ●『政略結婚』高殿円／ＫＡＤＯＫＡＷＡ 
●『標的』真山仁／文藝春秋 ●『荒野に立てば』北方謙三／
新潮社 児童書 ●『へんしんテスト』あきやまただし／金の
星社 ●『小学校がなくなる！』麻生かづこ／文研出版 ●『マ
ンガ×くり返しでスイスイ覚えられる1200の言葉』陰山英男
／リベラル社 ●『いちにちじごく』ふくべあきひろ／ＰＨＰ
研究所 ●『ねこのさら』野村たかあき／教育画劇 ●『話した
くなる世界の国旗』阿部泉／清水書院 ●『ざんねんないきも
の事典 続』今泉忠明／高橋書店 ●『野菜と栄養素キャラクタ
ー図鑑』田中明／日本図書センター ●『糸に染まる季節』大
西暢夫／岩崎書店 ●『ようかいとりものちょう　１～３』大
崎悌造／岩崎書店 ●『宇宙の生命』ルーシー・ホーキング／
岩崎書店 ●『根の国物語』久保田香里／文研出版

今月の
新着図書

■日時 ９月22日（金） ※毎月第４金曜日
 午後１時30分～３時
■問い合わせ先 江山文庫　☎ 43-2180

江山文庫読書会 与謝野晶子の童話を読む
第 65 回「モンソウ公園の雀」

第 5 回子ども読書本のしおりコンテスト
入賞作品巡回展示のお知らせ

【野田川分室】
9 月 14 日（木）～ 9 月 18 日（月）

【加悦分室】
9 月 21 日（木）～ 9 月 26 日（火）　休館日：9 月 25 日 ( 月 )

【本館（知遊館）】
9 月 29 日（金）～ 10 月 3 日（火）　休館日：10 月 2 日 ( 月 )

知遊館ミュージックフェスタ２０１７♪のお知らせ

【日時】10 月７日（土）午後１時 30 分～　※入場無料
【会場】知遊館あじさいホール
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まちの 話題 お届けします
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1200 発の花火が夜空を彩りました

●海山絶景花火・Umiyama Zekkei Market

与謝野の魅力が詰まった夏の一日を満喫

８月 11 日、阿蘇シーサイドパークにおいて与謝野町
商工会青年部主催「海山絶景花火」が開催されました。
町産食材を使った模擬店や町産ホップを使用したビール
が販売されたほか、ヒーローショーや豪華景品が当たる

「大抽選会」が行われ、フィナーレでは 1200 発の花火
が阿蘇海の夜空を彩りました。また、飲食店や主婦ら６
チームがソウルフードであるうどんのオリジナルレシピ
を考案し、来場者が審査する「与謝野うどん総選挙」も
行われ、会場を盛り上げていました。さらに、nest（山
與醤油倉庫）で開催された Umiyama Zekkei Market も町
産野菜を使用した料理や町産シルク生地を使ったハンド
メイド子ども服の販売などで来場者をもてなしました。 参加者による記念写真　町外からも多くの人が参加しました

●与謝野ホップ収穫体験～ Welcome to HOP TOWN YOSANO ～

ホップの手摘み体験に 90 人が参加！
８月６日、与謝野町内のホップほ場（字与謝）におい

て与謝野ホップ収穫体験が開催されました。
与謝野町でのホップ栽培が３年目を迎え、ホップ生産

地の周知および実際に手摘みを行うことで与謝野町産
ホップのファンを創出することを目的に開催された本イ
ベントには、クラフトビールに興味がある人や家族連れ
など 90 人が参加し、４種類のホップの手摘みを体験し
ました。イベント終了後には、与謝野町産ホップを使用
したクラフトビールの試飲も行われ、参加者は独特の風
味を満喫していました。

参加した児童たちは議会について理解を深めました

●与謝野町議会こども懇談会

小学生と議員が積極的に意見交換！
７月 27 日、加悦庁舎議場において与謝野町議会こど

も懇談会が開催され、町内各小学校５・６年生から合計
16 人（各小学校２人）が参加しました。

議会のしくみや議員の役割について学ぶ学習会が行わ
れた後、４グループに分かれ、「公園を作ってほしい」「教
室にエアコンを設置してほしい」など参加した児童が学
校で話し合ってきたことを議員に発表し意見交換が行わ
れ、町内の小学生が議会や行政に対する関心や理解を深
めるとともに町の将来について考える機会となりました。

ひまわりを被写体に写真を撮る来場者たち

●与謝野町ひまわりフェスティバル

20 万本のひまわりが来場者を魅了！

８月４日から 11 日にかけ、リフレかやの里周辺にお
いて「与謝野町ひまわりフェスティバル」が開催されま
した。段々畑を覆いつくす約 20 万本のひまわりが創り
だす絶景は、今では与謝野町の夏の風物詩となっていま
す。会場には、ひまわり巨大迷路や納涼カフェが設けら
れたほか、早朝には満開のひまわりに囲まれて行うひま
わりヨガなど、美しく咲いたひまわりは町内外から訪れ
た人たちを笑顔にしていました。

問　子育て応援課 ☎ 43-9024

かえでこども園新園舎で新たなスタート!

新
園
舎
へ
お
引
っ
越
し
！

か
え
で
こ
ど
も
園
は
、
今
年
度

６
月
末
で
園
舎
の
建
築
工
事
が
終

了
し
、
引
っ
越
し
作
業
な
ど
も
終

え
、
７
月
31
日
（
月
）
よ
り
、
新

園
舎
に
お
い
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
迎
え
、
園
児
た
ち
の
笑
顔
や
笑

い
声
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

新
園
舎
は
、
鉄
骨
造
平
屋
建
一

部
二
階
建
て
で
、
園
庭
を
包
み
込

む
よ
う
に
園
舎
が
配
置
さ
れ
、
保

育
室
、
遊
戯
室
、
相
談
室
、
職
員

室
、
調
理
室
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
二
階
部
分
は
、
倉
庫
や
書
類

庫
、
休
憩
室
、
会
議
室
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
０
歳
～
２
歳
児

の
未
満
児
棟
に
は
、
地
熱
式
の
床

暖
房
を
設
置
し
、
全
館
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を

完
備
し
て
い
ま
す
。

７
月
28
日
（
金
）
に
行
わ
れ
た

竣
工
式
で
は
、
園
児
を
代
表
す
る

５
歳
児
の
子
ど
も
た
ち
35
人
が
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
た
歌
を
披
露

し
た
後
、
手
作
り
の
花
束
が
園
舎

建
築
の
関
係
者
に
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。な

お
、
旧
か
え
で
こ
ど
も
園

舎
（
旧
岩
滝
保
育
所
）
で
は
施
設

を
再
利
用
し
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

【かえでこども園新園舎の概要】
構造：鉄骨造平屋建一部二階建て
延べ面積：1,687.54 ㎡
園庭面積：   820.00 ㎡
敷地面積：5,155.21 ㎡
竣工年月日：平成 29 年６月 30 日

竣工式で元気よく「ありがとうの花」を合唱する園児たち

新園舎（左からエントランス、玄関ホール、園舎外観）

検討委員会の様子

問　商工振興課 ☎ 43-9012

与謝野町大規模小売店舗立地検討委員会を開催しました

生
活
環
境
へ
の
影
響
を
協
議

町
で
は
、
大
規
模
小
売
店
舗

立
地
法
に
基
づ
く
届
出
が
あ
っ

た
場
合
、
与
謝
野
町
大
規
模
小

売
店
舗
立
地
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
立
地
予
定
地
域
の
生
活

環
境
の
保
持
お
よ
び
ま
ち
づ
く

り
の
見
地
か
ら
意
見
を
ま
と
め
、

町
長
に
提
言
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

７
月
19
日
（
水
）
野
田
川
庁

舎
に
お
い
て
、
石
川
地
域
に
立

地
予
定
の
（
仮
称
）
ド
ラ
ッ
グ

コ
ス
モ
ス
野
田
川
店
に
係
る
第

１
回
目
の
検
討
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
、
委
嘱

状
の
交
付
、会
長
選
出
後
、（
仮

称
）
ド
ラ
ッ
グ
コ
ス
モ
ス
野
田

川
店
出
店
に
係
る
生
活
環
境
へ

の
影
響
等
を
協
議
し
ま
し
た
。

委
員
の
皆
様
に
は
、
町
長
へ

の
提
言
、
京
都
府
へ
の
意
見
書

提
出
ま
で
の
間
を
任
期
と
し
て
、

お
世
話
に
な
り
ま
す
。

与
謝
野
町
大
規
模
小
売
店
舗
立

地
検
討
委
員
会
委
員（
敬
称
略
）

〈
会
長
〉　
小お

ば

せ
長
谷 

建
た
つ
る

〈
委
員
〉

井い

だ田 

義よ
し
ゆ
き之

、
植う
え
だ田 

泰や
す
し史

、

安や
す
だ田 

善よ
し
か
ず一
、廣ひ
ろ
の野 

仁ひ
と
し志
、岡お
か
も
と本 

勝し
ょ
う
じ司
、伊だ

て達 

一か
ず
し志
、水み
ず
ぐ
ち口 

俊と
し
ひ
こ彦
、

武た
け
だ田 

民た
み
こ子

、
長な
が
し
ま島 

孝た
か
あ
き明

委嘱状交付の様子
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国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

加
入
す
る
方
が
必
要
と
す
る
医
療

を
安
心
し
て
受
診
で
き
る
仕
組
み

で
あ
り
、
こ
の
制
度
を
維
持
す
る

の
は
一
人
ひ
と
り
の
支
え
あ
い
に

よ
り
ま
す
。
近
年
の
医
療
費
は
、

医
療
の
高
度
化
や
国
保
加
入
者
の

高
齢
化
に
よ
り
年
々
増
加
す
る
傾

向
に
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
費
対
策
が
実

施
、
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
与

謝
野
町
で
も
同
様
に
医
療
費
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
安
定
的
な
国
保

運
営
に
向
け
、
み
な
さ
ま
に
も
医

療
の
適
正
受
診
と
必
要
な
保
険
税

の
納
付
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

与
謝
野
町

国
保
医
療
費
の
状
況

与
謝
野
町
国
保
の
医
療
費
に
つ

い
て
は
、
下
図
の
よ
う
に
上
昇
傾

向
に
あ
り
平
成
28
年
度
の
与
謝
野

町
国
保
加
入
者
一
人
当
た
り
医
療

費
は
、
平
成
27
年
度
と
比
較
し
約

２
万
３
０
０
０
円
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
平
成
18
年
度
か
ら

は
約
11
万
４
０
０
０
円
の
上
昇
、

約
１・
５
倍
の
医
療
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

平
成
28
年
度
医
療
費
が
減
少
し

た
要
因
と
し
て
は
、
非
常
に
高
額

な
薬
の
値
段
が
薬
価
改
定
に
よ
り

下
が
っ
た
こ
と
や
、
与
謝
野
町
国

保
加
入
者
の
方
の
入
院
が
減
っ
た

こ
と
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
今

後
も
医
療
の
高
度
化
や
高
齢
化
に

よ
り
医
療
費
の
上
昇
傾
向
は
避
け

ら
れ
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

与
謝
野
町
国
保
財
政
の
状
況

国
保
の
医
療
費
を
ま
か
な
う
の

は
、
基
本
的
に
国
保
加
入
者
に
納

付
い
た
だ
く
国
保
税
と
国
等
の
補

助
金
と
な
り
ま
す
。
近
年
の
与
謝

野
町
国
保
で
は
、
国
保
税
と
補
助

金
で
医
療
費
を
ま
か
な
い
き
れ

ず
、
こ
れ
ま
で
積
み
立
て
て
き
た

基
金（
貯
金
）を
取
り
崩
し
た
り
、

一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支
援
（
繰

入
金
）
に
よ
り
国
民
健
康
保
険
を

運
営
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
将
来
の
国
保
運
営
を
見
据
え

る
と
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
基
金
（
貯
金
）
に
つ
い

て
も
取
り
崩
し
に
よ
り
残
高
が

年
々
減
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
の

医
療
費
の
動
向
等
に
よ
っ
て
は
、

国
保
の
安
定
運
営
の
た
め
、
国
保

税
の
引
き
上
げ
等
を
検
討
せ
ざ
る

を
え
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
ご

理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

与謝野町国民健康保険の状況について
保健課 ☎ 43-9022問
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220,000

240,000

280,000

320,000

360,000

400,000

268,566 317,030
302,387

298,545

277,131

273,962
246,237

236,144

319,044
373,174

18 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 26 年度25 年度 27 年度 28 年度

350,179

※グラフの医療費は、医療機関で診療を受けた医療費の総額であり、国保負担額と自己負担額の合計です。
　また、後期高齢者医療制度加入者分は含みません。

国民健康保険加入者 1 人当たりの医療費（単位：円）

加悦谷高校生徒会　九州北部豪雨災害支援募金活動を町長に報告
問　福祉課 ☎ 43-9021

加
悦
高
生
徒
会
の
思
い

８
月
４
日
、
加
悦
谷
高
校
生
徒

会
の
吉よ

し
お
か岡

里り

え恵
さ
ん
と
小こ

ば

せ
長
谷

絢あ
や
か香

さ
ん
が
本
庁
舎
町
長
室
を
訪

問
し
、
九
州
北
部
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
方
へ
の
支
援
と
し
て
お

こ
な
っ
た
募
金
活
動
の
報
告
を
し

ま
し
た
。

２
人
は
、
被
災
地
の
早
い
復
興

の
た
め
に
と
有
志
の
生
徒
と
と
も

に
地
元
ス
ー
パ
ー
で
の
街
頭
募
金

で
集
め
た
４
万
７
６
０
３
円
の
募

金
を
山
添
町
長
に
手
渡
し
ま
し

た
。今

回
い
た
だ
い
た
募
金
は
、
日

赤
京
都
府
支
部
を
通
じ
被
災
地
に

送
ら
れ
ま
す
。
与
謝
野
町
で
は
、

加
悦
谷
高
校
生
の
み
な
さ
ん
の
活

動
を
お
伝
え
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
た
び
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に

よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。

復興の想いが込められた支援募金
が手渡されました

平成30年度から個人町府民税の特別徴収義務者を一斉指定します
従業員に給与をお支払いされている事業主の皆様へ 問　税務課 ☎ 43-9020

平
成
28
年
か
ら
近
畿
府
県
で
は
地
方

税
法
第
３
２
１
条
の
４
に
て
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

に
つ
い
て
強
く
推
進
し
、
平
成
30
年
度

か
ら
一
斉
指
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。（
地
方
税
法
が
新
た
に
規
定
し
た

わ
け
で
は
な
く
、
従
来
か
ら
義
務
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。）

◆
特
別
徴
収
と
は
、
給
与
支
払
者
が
、

所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同
様
に
、
毎
月

従
業
員
に
支
払
う
給
与
か
ら
個
人
住
民

税
を
天
引
き
し
、
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
義
務
者
に
指
定
さ
れ
た
事
業
主
様

が
納
入
義
務
者
と
な
り
、
給
与
所
得
者

（
従
業
員
）
に
代
わ
っ
て
納
入
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

◆
従
業
員
か
ら
天
引
き
す
る
個
人
住
民

税
の
税
額
に
つ
い
て
は
、
毎
年
５
月
に

年
税
額
と
月
割
額
（
６
月
か
ら
翌
年
５

月
分
と
し
て
12
回
に
分
け
た
内
訳
）
を

通
知
し
、
事
業
所
様
が
お
納
め
い
た
だ

く
た
め
の
納
付
書
を
同
封
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
事
業
所
様
で
改
め
て

計
算
い
た
だ
く
必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

◆
平
成
30
年
度
か
ら
特
別
徴
収
を
行
う

た
め
の
開
始
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
次

回
の
給
与
支
払
報
告
書
（
平
成
30
年
１

月
31
日
締
め
切
り
分
）の
ご
提
出
の
際
、

給
与
支
払
報
告
書
の
総
括
表
（
表
紙
）

に
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
従
業
員
数

を
ご
記
入
い
た
だ
く
だ
け
で
す
。

な
お
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
従

業
員
数
欄
が
空
欄
で
あ
っ
た
り
、
普
通

徴
収
へ
の
該
当
理
由
な
く
普
通
徴
収
欄

に
人
数
の
記
載
が
あ
る
場
合
に
は
、
法

に
基
づ
き
特
別
徴
収
の
対
象
者
と
し
て

扱
う
こ
と
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
留

意
く
だ
さ
い
。（
年
度
の
途
中
か
ら
新

た
に
特
別
徴
収
と
さ
れ
る
場
合
は
別
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
。）

普
通
徴
収
に
該
当
す
る
要
件

特
別
徴
収
の
対
象
外
と
し
て
認
め
ら

れ
る
ケ
ー
ス
は
次
に
該
当
す
る
場
合

で
、
給
与
支
払
報
告
書
の
摘
要
欄
に
該

当
す
る
符
号
を
記
載
い
た
だ
い
て
い
る

従
業
員
と
な
り
ま
す
。

▼
符
号
a　
退
職
者
又
は
退
職
予
定

者
（
５
月
末
日
ま
で
）
お
よ
び
雇
用
期

間
が
１
年
未
満
で
再
雇
用
の
見
込
み
が

な
い
方

▼
符
号
b　
毎
月
の
給
与
が
少
額
の

た
め
、
特
別
徴
収
税
額
を
引
き
去
る
こ

と
が
出
来
な
い
方
（
前
年
中
の
給
与
支

払
額
が
１
０
０
万
円
以
下
で
、
今
後
の

給
与
額
も
同
様
の
見
込
み
で
あ
る
場
合

等
）

▼
符
号
c　
給
与
の
支
払
い
が
不
定

期
（
給
与
の
支
払
い
が
毎
月
で
な
い
）

▼
符
号
d　
他
の
事
業
所
か
ら
支
給

さ
れ
て
い
る
給
与
か
ら
個
人
住
民
税
が

特
別
徴
収
さ
れ
て
い
る
方
（
乙
欄
該
当

者
）

▼
符
号
e　
専
従
者
給
与
の
み
を
支

給
さ
れ
て
い
る
方
（
個
人
事
業
主
の
み

対
象
）

▼
符
号
f　
上
記
の
a
か
ら
e
を
除

く
、
総
従
業
員
数
が
２
人
以
下
の
事
業

者▼
符
号
g　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
改
修

等
の
た
め
、
直
ち
に
特
別
徴
収
す
る
こ

と
が
困
難
で
、
特
別
徴
収
実
施
困
難
届

出
書
を
提
出
し
て
い
る
事
業
者
（
た
だ

し
、
符
号
g
に
つ
い
て
は
原
則
１
年
度

し
か
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。）

ご
注
意
い
た
だ
き
た
い
点

■ 

従
業
員
は
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト

で
も
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

■ 

従
業
員
か
ら
希
望
が
あ
っ
て
も
、

普
通
徴
収
の
対
象
要
件
に
該
当
し
な
い

の
で
あ
れ
ば
普
通
徴
収
に
は
で
き
ま
せ

ん
。（
普
通
徴
収
と
は
、
給
与
所
得
者

本
人
が
自
ら
納
付
す
る
こ
と
を
指
し
ま

す
。）

■ 

給
与
支
払
報
告
書
を
提
出
さ
れ
る

際
、
普
通
徴
収
希
望
の
方
は
適
用
欄
に

該
当
す
る
符
号
を
記
入
い
た
だ
き
、
普

通
徴
収
へ
の
切
替
理
由
書（
兼
仕
切
書
）

に
該
当
と
な
る
人
数
を
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

与謝野町では、平成 30 年４月１日採用予定の与謝野町職員を募集しています。
■試 験 日 時 第１次試験 10 月 15 日（日）午前８時 30 分～
■場　　　所 生涯学習センター 知遊館
■応 募 期 間 ８月15日（火）～９月15日（金）まで（土・日曜日を除く午前８時半から午後５時まで）
■応 募 要 領 役場各庁舎にある「職員採用試験申込書」に必要書類を添えて、総務課に提出してください。
■問い合わせ　　　 総務課　☎ 43-9010　
試験の詳細は、８月 25 日発行の「広報よさのお知らせ版」または町ホームページをご覧いただくか総務課へお問
い合わせください。　※職員採用試験申込書は町のホームページからもダウンロードできます。

◆◇平成 29 年度与謝野町職員採用試験案内◇◆
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よ
さ
の
三
四
の
森
の
会

（
よ
さ
の
さ
ん
し
の
も
り
の
か
い
）

　
畏
敬
と
感
謝
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に

森
を
育
も
う
と
す
る
団
体
。
自
然
の

循
環
機
能
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
働
く
よ

う
に
、
間
伐
か
ら
木
材
の
有
効
利
用
、

自
然
の
恩
恵
を
分
か
ち
合
う
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
取
り
組
む
。

お
め
で
と
う

　
ご
ざ
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

お
悔
や
み

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

町内に配布している

広報誌には掲載しています

町内に配布している

広報誌には掲載しています

平成 29 年７月末現在

まちのうごき

人　口 22,352 人（－ 13）

　男　 10,667 人（－７）

　女　 11,685 人（－６）

世帯数 9,126 戸（－８）
※括弧内は前月比

※この欄で紹介する出生とお悔やみは、7 月 16 日から 8 月 15 日までの届け出分です。また、役場窓口で届出の際に希望された方のみを掲載しています。

与謝野町役場 
　☎ 43-9000（代表）

総務課
　☎ 43-9010 
防災安全課 
　☎ 43-9011
商工振興課
　☎ 43-9012
会計室
　☎ 43-9013
建設課
　☎ 43-9014
企画財政課
　☎ 43-9015
観光交流課
　☎ 43-9016

加悦庁舎 
　☎ 43-9001（代表）

税務課
　☎ 43-9020
福祉課
　☎ 43-9021
保健課
　☎ 43-9022
農林課
　☎ 43-9023
子育て応援課
　☎ 43-9024
教育委員会 学校教育課
　☎ 43-9025
教育委員会 社会教育課
　☎ 43-9026
議会事務局
　☎ 43-9027
CATV センター
　☎ 43-9028
野田川庁舎
　☎ 43-9002（代表）

住民環境課
　☎ 43-9030
上下水道課
　☎ 43-9031

訂正とお詫び

『広報よさの８月号』
（No.138）において誤
植がございました。謹
んで訂正しますととも
に、以下の通り訂正し
てお詫びいたします。
■ P17

「出生とお悔やみ」部
分。正しくは、「６月
16 日から７月 15 日
までの届出分」。
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問　観光交流課 ☎ 43-9016

地域おこし協力隊通信 25
道の駅エリア担当　江種里榮子隊員

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の
江え

種ぐ
さ

里り

え

こ
榮
子(

エ
グ
エ
グ)

で
す
。
８

月
上
旬
、
暑
さ
も
極
ま
る
中
、
与

謝
野
町
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
１
７
、
ひ
ま
わ
り
畑
中
腹

で
木
蔭
カ
フ
ェ
を
開
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

昨
年
初
め
て
ひ
ま
わ
り
畑
で
出

店
し
ま
し
た
が
、
気
が
遠
く
な
る

よ
う
な
暑
さ
、
灼
熱
の
ひ
ま
わ
り

畑
と
ジ
リ
ジ
リ
と
対
峙
し
な
が
ら

過
ご
す
日
々
は
、
思
い
出
し
て
も

胸
に
ヒ
リ
ヒ
リ
と
し
た
も
の
を
覚

え
ま
す
。
今
年
は
、
も
う
忙
し
さ

あ
い
ま
っ
て
、
出
店
は
控
え
よ
う

か
と
も
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、

灼
熱
の
ひ
ま
わ
り
畑
だ
か
ら
こ
そ
、

訪
れ
た
方
に
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
安

ら
げ
る
場
を
届
け
た
い
…
…
そ
ん

な
気
持
ち
が
心
に
掛
か
っ
て
悩
み

ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
よ
さ
の
三
四
の
森

の
会
の
方
々
が
想
い
を
汲
ん
で
、

大
き
な
欅け

や
きの

木
の
元
で
木
蔭
に
入

れ
る
よ
う
大
き
な
橋
を
架
け
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
木
蔭
が
広
が
り
、

山
肌
を
通
っ
て
木
々
を
揺
ら
し
な

が
ら
川
に
流
れ
込
む
風
が
、
訪
れ

る
人
々
に
ひ
と
と
き
の
「
涼
」
を

届
け
て
く
れ
る
特
設
ス
テ
ー
ジ
が

現
れ
ま
し
た
。

大
江
山
連
峰
が
抽
出
す
る
酒
蔵

さ
ん
の
仕
込
み
水
を
お
分
け
い
た

だ
い
て
、
ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
し
た

ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
グ
リ
ー
ン

テ
ィ
ー
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

橋
の
上
で
た
く
さ
ん
の
方
々

の
「
は
ぁ
～
涼
し
い
～
」
と
和
ら

ぐ
表
情
を
目
に
で
き
て
、
本
当
に

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
た
だ
飲
み
物

を
提
供
す
る
だ
け
で
は
、
届
け
る

こ
と
の
で
き
な
い
「
安
ら
ぎ
の
時

間
」。
お
客
様
が
く
つ
ろ
ぎ
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ひ
と
と
き
を
過

ご
さ
れ
る
様
子
に
、
私
も
ほ
っ
と

安
ら
ぐ
思
い
で
し
た
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
の
皆
様
、
汗
だ
く
に
な
っ

て
準
備
等
に
付
き
合
っ
て
実
現
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
さ
の
三
四
の

森
の
会
の
皆
様
、
当
日
の
出
店
を

支
え
て
く
れ
た
友
人
に
、
そ
し
て

真
夏
の
激
し
い
日
差
し
と
熱
の
合

間
に
、
涼
を
届
け
て
く
れ
た
木
々

や
川
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
与

謝
野
町
へ
来
て
今
度
の
10
月
で
２

年
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
こ
こ
で

ど
う
い
う
立
ち
位
置
で
生
業
を
成

し
て
い
け
る
の
か
、
正
直
ま
だ
見

え
な
い
状
況
で
す
。
崖
っ
ぷ
ち
感

も
否
め
な
い
で
す
が
、
仕
事
を
と

お
し
て
「
何
を
、ど
う
届
け
る
か
」

「
ど
こ
を
伝
え
る
の
か
」
を
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

私
を
突
き
動
か
す
の
は
「
届
け

る
ん
だ
ー
」
の
想
い
。
自
然
の

力
が
貸
し
て
く
れ
る
「
涼
」
を

届
け
る
た
め
に
実
現
さ
せ
た
木

蔭
カ
フ
ェ
。
け
れ
ど
も
、
こ
の

た
び
の
木
蔭
カ
フ
ェ
で
、
ひ
と

り
で
は
く
じ
け
そ
う
な
こ
と
が
、

人
の
力
を
借
り
て
、
何
倍
に
も

広
が
る
世
界
へ
と
渡
れ
る
こ
と

を
実
感
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
特
設
ス
テ
ー
ジ
の
実
現
も
、

お
店
に
立
つ
と
き
に
傍
ら
で
支

え
て
く
れ
る
存
在
も
、
そ
の
場

で
過
ご
す
人
た
ち
が
集
う
こ
と

も
、
私
の
想
像
を
遥
か
に
超
え

る
感
触
で
力
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。「
想
い
」＋「
自
分
以
外

の
力
に
出
会
う
こ
と
」を
大
切
に

し
て
、届
け
る
仕
事
、伝
え
る
仕

事
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

山や木々、川から届けられる「涼」
で、ひとやすみ

「天の橋立岩滝温泉」の今後の活用等について（答申）
問　観光交流課 ☎ 43-9016

答申書が町長に手渡されました

天
の
橋
立
岩
滝
温
泉
活
用
等
調
査

委
員
会
（
青あ

お

木き

順じ
ゅ
ん

一い
ち

委
員
長
含
む

委
員
10
名
）
が
、
町
長
か
ら
の
諮
問

事
項
で
あ
る
「
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
の

源
泉
で
あ
る『
天
の
橋
立
岩
滝
温
泉
』

の
今
後
の
有
効
活
用
等
」）
に
関
し

て
、
２
月
か
ら
７
月
ま
で
計
７
回
の

委
員
会
に
お
い
て
検
討
を
重
ね
、
８

月
10
日
に
山
添
町
長
に
対
し
て
答
申

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
後
、
町
で
は
こ
の
答
申
を
尊
重

し
つ
つ
、
将
来
的
な
活
用
方
策
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
答
申
内
容
】

○
ク
ア
ハ
ウ
ス
岩
滝
は
、
今
後
も
健

康
増
進
施
設
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ

と
が
適
当
。

○
健
康
増
進
施
設
と
し
て
の
機
能
充

実
や
新
た
な
利
用
者
の
獲
得
を
図
る

観
点
か
ら
、
地
域
医
療
機
関
等
と
の

連
携
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
。

○
温
泉
資
源
の
さ
ら
な
る
活
用
の
可

能
性
に
つ
い
て
は
、
有
識
者
等
も
交

え
、
引
き
続
き
検
討
を
行
う
こ
と
が

適
当
。

啓発物品を手に街頭啓発が行われました

交通安全マグネットが贈呈されました

人権街頭啓発を実施しました
問　住民環境課 ☎ 43-9030

一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
こ

と
の
で
き
る
社
会
づ
く
り
を
目

指
し
、京
都
府
で
は
８
月
を「
人

権
強
調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま

す
。与

謝
野
町
で
は
８
月
４
日

（
金
）
に
加
悦
谷
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
プ
ラ
ザ
ウ
ィ
ル
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
皆
さ
ん
と

街
頭
啓
発
を
行
い
、
人
権
に
つ

い
て
考
え
た
り
、
お
悩
み
解
決

の
き
っ
か
け
に
し
て
い
た
だ
こ

う
と
人
権
相
談
窓
口
の
電
話
番

号
入
り
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

な
ど
の
啓
発
物
品
を
買
い
物
に

訪
れ
る
方
々
に
手
渡
し
ま
し
た
。

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
、

女
性
や
子
ど
も
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
、

相
手
を
思
い
や
る
大
切
さ
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

平成29年夏の交通事故防止府民運動を実施しました
問　防災安全課 ☎ 43-9011

７
月
21
日
（
金
）
か
ら
８
月

20
日
（
日
）
ま
で
府
内
一
斉
夏

の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
与
謝
野
町
交

通
安
全
対
策
委
員
会
で
は
、
夏

の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
啓

発
行
事
と
し
て
、「
交
通
安
全

マ
グ
ネ
ッ
ト
贈
呈
式
」
を
実
施

し
ま
し
た
。

山
田
保
育
所
の
園
児
が
「
右

見
て
左
見
て
横
断
歩
道
を
渡
り

ま
す
」
と
元
気
よ
く
宣
言
。
宮

津
署
の
白
バ
イ
と
パ
ト
カ
ー
、

交
通
安
全
プ
レ
ー
ト
を
取
り
付

け
た
町
の
公
用
車
が
街
頭
啓
発

に
出
発
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
は
今
後
も
交
通
事

故
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
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　「家屋の新築・増築・取壊し」をされたらご連絡ください 問　税務課　☎ 43-9020 

「家屋」に係る固定資産税は、毎年１月１日から 12 月 31 日までに新築または増築された家屋
に対して、建築した翌年度から課税され、取り壊しをした場合は課税されなくなります。

そのため、12 月末日までに家屋の新築、増築または取り壊しをされた方は、税務課までご連絡
ください。なお新築または増築をされた場合は、家屋評価のため現地での調査を行いますので、調
査に当たってはご協力をお願いします。
■家屋とは？　
　住宅や店舗、作業場、事務所、車庫など（プレハブを含む）の建物

　京都地方税機構　　不動産インターネット公売のお知らせ　　　
京都地方税機構丹後地方事務所

問　☎ 0772-68-1041

京都地方税機構では、インターネットオークションにより不動産公売の入札参加の申し込みを受け付けます。
■参 加 申 込 期 間  ９月 28 日（木）午後１時～ 10 月 16 日（月）午後 11 時
■申 込 方 法  「京都地方税機構」のホームページにて申し込みの上、京都地方税機構丹後地方事務

所へ連絡してください。※公売を中止することもあります。
■申込に必要なもの 公売保証金（見積価格の 1 割）、町農業委員会が交付する買受適格証明書（農地のみ）
■公売予定物件（地目・地積等は公簿上のもの）

■入 札 日  10 月 23 日（月）午後１時～ 10 月 30 日（月）午後１時
■買受代金納付期限 11 月６日（月）午後２時

番号 所在・地番 地目 地積 見積価格

1 ( 土地 ) 与謝野町字三河内小字三十五 162 番 1
( 建物 ) 木造瓦葺平家建

宅地
居宅

479.95 ㎡
91.73 ㎡ 3,020,000 円

2

与謝野町字岩滝小字千原 312 番 4
与謝野町字岩滝小字千原 315 番 1
与謝野町字岩滝小字千原 315 番 2
与謝野町字岩滝小字千原 316 番 1

畑
畑
畑
畑

569 ㎡
328 ㎡
480 ㎡
153 ㎡

計 1,530 ㎡

600,000 円

3

与謝野町字明石小字藤野 2273 番 1
与謝野町字明石小字藤野 2274 番 1
与謝野町字明石小字藤野 2274 番 3
与謝野町字明石小字藤野 2279 番

田
畑
畑
畑

73 ㎡
26 ㎡
58 ㎡

783 ㎡
計 940 ㎡

270,000 円

4 与謝野町字三河内小字平床 682 番の持ち分２分の１ 田 1,094 ㎡ 220,000 円

5 与謝野町字三河内小字平床 721 番 1 の持ち分２分の１ 田 846 ㎡ 170,000 円

6 与謝野町字与謝小字一本橋 2904 番 1 田 1,278 ㎡ 115,000 円

問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申

「家屋」に係る固定資産税は、毎年 1 月 1 日から 12 月 31 日までに新築または増築された
家屋に対して、建築した翌年度から課税され、取り壊しをした場合は課税されなくなります。

本年中に、家屋の新築、増築または取り壊しをした方、または 12 月末日までにする予定の
ある方は、税務課までご連絡ください。

なお新築または増築をした場合は、家屋評価のため現地での調査を行いますので、調査に当
たってはご協力をお願いします。

家屋とは？　

住宅や店舗、作業場、事務所、車庫など（プレハブを含む）の建物をいいます。

「家屋の新築・増築・取り壊し」をされたらご連絡ください！　税務課　問  ☎ 43-9020

９月定例会の日程（予定）について、以下のとおりお知らせします。
■ 一般質問
９月 11 日（月）・12 日（火）・13 日（水）午前９時 30 分～
■ 条例・補正予算等審議
９月 15 日（金）・19 日（火）・20 日（水）・21 日（木）午前９時 30 分～
■ 決算等審議
９月 25 日（月）・26 日（火）・27 日（水）・28 日（木）・29 日（金）、10 月２日（月）午前９時 30 分～　
※ ９月 20 日・25 日、10 月２日は午後１時 30 分～　※ 会期は 8 月 31 日（木）～ 10 月 2 日（月）

「９月定例会の日程（予定）」について　　　議会事務局　問  ☎ 43-9027

お知らせページ

滞納税相談窓口

※ 納期を過ぎた町税の納付相談窓口

京都地方税機構 丹後地方事務所
京丹後市役所 大宮庁舎 3 階

問　☎ 0772-68-1041

今月の納期

1 0 / ２（月）まで

固 定 資 産 税　第 3 期
国民健康保険税　第 4 期
介 護 保 険 料　第 4 期

※ 納期までに納付をお願いします

よさの人Vol.50

ま
す
。
例
え
ば
、
８
月
20
日
に
実
施

し
た
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
座
で
は
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
、
日
常
の
景

色
を
ガ
ラ
リ
と
か
え
る
体
験
を
ア
ー

ト
を
通
し
て
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

―
―

　
ど
ん
な
人
を
受
講
者
と
し
て

求
め
て
い
ま
す
か
。

有
吉･･･

町
内
、
町
外
問
わ
ず
、
ど

ん
な
方
で
も
受
講
可
能
で
す
。
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
講
座
の
受
講

後
に
ご
自
身
が
「
何
か
得
る
も
の
が

あ
る
」
と
感
じ
て
い
た
だ
き
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
に
繋
げ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
理
想
で
す
。
講
座
を
受
講
し
た
か

ら
「
起
業
で
き
る
の
か
」
と
い
え
ば

違
い
ま
す
し
、
そ
の
先
に
つ
い
て
も

同
じ
で
す
。
た
だ
「
ど
う
す
れ
ば
」

な
ど
の
疑
問
は
、
私
た
ち
を
含
め
受

講
者
同
士
に
よ
る
交
流
会
を
講
座
ご

と
に
設
け
て
い
る
の
で
、
相
談
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

―
―

　
プ
レ
イ
ス
は
、
今
後
ど
う

な
っ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
す
か
。

有
吉
…
よ
さ
の
み
ら
い
大
学
は
、
ま

だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
今
年
の

事
業
を
進
め
る
こ
と
が
目
標
で
す
が
、

ん
で
い
た
人
で
も
、
世
代
に
よ
っ
て

は
会
っ
た
こ
と
の
な
い
人
も
い
る
し
、

そ
こ
に
地
域
以
外
の
人
が
加
わ
れ
ば
、

そ
こ
は
も
う
新
た
な
「
場
」
で
す
よ

ね
。
プ
レ
イ
ス
は
ま
ち
づ
く
り
会
社

な
の
で
、
コ
ン
テ
ン
ツ
を
作
る
と
い

う
よ
り
は
、
与
謝
野
と
い
う
地
域
の

な
か
で
人
と
人
が
関
係
す
る
こ
と
で
、

生
ま
れ
る
〝
可
能
性
〟
を
共
有
す
る

「
場
」を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

　
本
年
度
、
よ
さ
の
み
ら
い
大

学
を
運
営
さ
れ
ま
す
が
、
ど
の
よ
う

に
お
考
え
で
す
か
。

内
田･･･

町
か
ら
の
委
託
事
業
な
の

で
、
プ
レ
イ
ス
が
勝
手
に
「
ア
レ
し

よ
う
。
コ
レ
し
よ
う
」
と
い
う
も
の

で
は
な
い
で
す
。
た
だ
、
委
託
事
業

者
選
定
の
際
に
、
プ
レ
イ
ス
よ
り
企

画
提
案
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
講
座

内
容
を
ベ
ー
ス
に
、
最
終
的
に
町
担

当
職
員
さ
ん
た
ち
と
共
同
で
企
画
し

た
も
の
が
、
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
も
案
内
し
て
い
る
講
座
に
な
り

ま
す
。
講
座
に
つ
い
て
は
、
生
活

の
中
で
「
あ
れ
ば
い
い
な
」
と
い
う

こ
と
を
ま
ず
考
え
て
、
多
く
の
人
が

受
講
後
に
〝
何
ら
か
の
行
動
〟
を
し
、

次
に
繋
が
る
も
の
を
基
本
に
し
て
い

―
―

　
プ
レ
イ
ス
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

有
吉
（
以
下
、
敬
称
略
）･･･

プ
レ

イ
ス
は
、
人
や
情
報
を
繋
ぐ
こ
と
で
、

新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

た
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
創
造
す
る
機
会

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
に
、

地
域
の
利
用
さ
れ
て
い
な
い
空
間
な

ど
を
有
効
活
用
し
、
人
が
集
い
た
く

な
る
「
場
」
を
つ
く
る
会
社
で
す
。

―
―

　「
場
」
を
つ
く
る
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

有
吉･･･

自
分
た
ち
が
「
楽
し

い
」
と
感
じ
る
も
の
を
す
る
と
い

う
の
が
プ
レ
イ
ス
の
基
本
姿
勢
で

す
。
た
だ
、
独
り
善
が
り
や
内
輪

で
盛
り
上
が
る
モ
ノ
で
は
な
い
こ

と
も
重
要
で
す
。
誤
解
を
恐
れ
ず

に
言
え
ば
、「
絶
対
に
楽
し
い
」

と
い
う
自
分
た
ち
の
感
覚
は
大
切

に
し
、
そ
の
感
覚
で
実
施
す
る
企

画
を
、
多
く
の
人
に
共
感
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
皆
さ
ん
に
提
供

し
「
体
感
」
し
て
い
た
だ
く
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―

　
与
謝
野
町
に
お
け
る「
場
」

は
、
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う
か
。

高
岡･･･

こ
の
地
域
は
ち
り
め
ん

産
業
な
ど
古
く
か
ら
の
伝
統
が
今

も
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
生
ま
れ
た

人
に
と
っ
て
は
、
そ
の
伝
統
は
日

常
的
に
慣
れ
親
し
ん
だ「
音
」だ
っ

た
り
が
空
間
を
つ
く
り
「
場
」
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
プ
レ

イ
ス
が
考
え
る
「
場
」
に
は
、
人

と
の
出
会
い
に
よ
る
新
た
な
空
間

も
あ
り
ま
す
。
今
ま
で
町
内
に
住

ひ
と
づ
く
り
は
、
ま
ち
づ
く
り

利
益
よ
り
も
〝
楽
し
み
、
可
能
性
〟
を
感
じ
る
「
場
」
づ
く
り
を

　平成 28 年に与謝野町で設立。

　■高
たかおか

岡洋
ようすけ

輔　男山区在住。（写真：上）
　　（株）高岡建材代表取締役。

　■有
ありよし

吉寿
としかず

和　三河内区在住。（写真：中）
　　（有）アリアソシエイツ代表取締役。

　■内
う ち だ

田亜
あ ゆ み

由美　大阪市在住。（写真：下）
　　UCHICO 代表。

●いっぱんしゃだんほうじんぷれいす

一
般
社
団
法
人  

プ
レ
イ
ス

一般社団法人

プレイス
＝与謝野町

×

阿
蘇
海
に
近
い
岩
滝
に
本
社
を
置

く
ま
ち
づ
く
り
会
社
、
一
般
社
団
法

人
プ
レ
イ
ス
（
以
下
、
プ
レ
イ
ス
）。

プ
レ
イ
ス
代
表
理
事
の
有
吉
氏
は

「
プ
レ
イ
ス
と
は
別
の
企
業
も
経
営

し
て
い
る
の
で
効
率
的
に
利
益
を
得

る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
は
重
々
承
知

し
て
い
る
。
た
だ
プ
レ
イ
ス
は
〝
ま

ち
づ
く
り
会
社
〟
で
す
。
人
に
喜
ば

れ
る
た
め
の
効
果
的
な
方
法
で
、
楽

し
み
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
〝
場
〟

を
〝
ま
ち
〟
に
つ
く
る
こ
と
を
重
視

し
て
い
る
」
と
い
い
ま
す
。
大
切
な

こ
と
と
は
何
な
の
か
。
言
葉
の
真
意

と
プ
レ
イ
ス
の
あ
り
方
、
企
画
運
営

す
る
「
よ
さ
の
み
ら
い
大
学
」
に
つ

い
て
、
プ
レ
イ
ス
代
表
理
事
の
有
吉

氏
、
高
岡
氏
、
事
業
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

の
内
田
氏
に
考
え
を
伺
い
ま
し
た
。

プ
レ
イ
ス
と
し
て
は
他
の
事
業
に
つ

い
て
随
時
進
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
ち
づ
く
り
会
社
は
、
委
託
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
が
多
く
、
事
業

リ
ス
ク
は
全
て
委
託
元
に
負
っ
て
も

ら
い
、
自
ら
リ
ス
ク
を
取
ら
な
い
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
私

た
ち
プ
レ
イ
ス
は
、〝
利
益
よ
り
も

有
益
を
〟〝
リ
ス
ク
を
恐
れ
な
い
〟

ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
持
ち
、

小
さ
い
こ
と
か
ら
で
も
「
仕
掛
け
る

覚
悟
」
で
与
謝
野
町
の
た
め
に
な
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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問＝問い合わせ先

申＝申し込み先・方法

問

申お知らせページ

平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
日
本
の
就
業
・
不
就
業
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
29
年
10
月
１

日
現
在
で
平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
調
査
は
、
統
計
法
に
基
づ
き

国
が
実
施
す
る
「
基
幹
統
計
調
査
」
で
あ
り
、

調
査
結
果
は
、
雇
用
政
策
、
経
済
政
策
な
ど
の

企
画
・
立
案
の
た
め
の
基
本
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。
９
月
下
旬
か
ら
、
調
査
員
が
調
査

区
か
ら
抽
出
さ
れ
た
世
帯
に
伺
い
ま
す
の
で
、

調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
回
答
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
パ
ソ
コ
ン
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
の
回
答
可
）

調
査
区　
弓
木
、
立
町
、
男
山
、
四
辻
、
石
川
、

岩
屋
、
加
悦
、
後
野
、
与
謝

※ 

調
査
対
象
世
帯
は
、
統
計
理
論
に
基
づ
き
、

調
査
区
よ
り
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
ま
す

問　
総
務
課
☎
４
３・９
０
１
０

ホ
ン
デ
リ
ン
グ
事
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホ
ン
デ
リ
ン
グ
事
業
と
は
、
不
要
に
な
っ
た

本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
そ

の
売
却
代
金
を
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に

対
す
る
支
援
活
動
に
あ
て
る
取
り
組
み
で
す
。

本
庁
舎
１
階
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
す

の
で
、
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
※ 

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ

ら
れ
た
本
な
ど
は
お
返
し
す
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
※ 

売
却
に
つ
な
が
る
本
な
ど
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｂ

Ｎ
コ
ー
ド
が
裏
表
紙
等
に
つ
い
た
も
の
で
す
。

問　
防
災
安
全
課
☎
４
３・９
０
１
１

ど
こ
で
も
町
長
室
の
開
催

ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
形
式
で
町
政
全
般
に

つ
い
て
、
き
た
ん
の
な
い
意
見
を
伺
い
ま
す
。 

※ 

要
望
や
陳
情
の
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん

日
時　
９
月
26
日
（
火
）
正
午
～
１
時
半

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

対
象　
町
在
住
ま
た
は
在
勤
す
る
方
で
構
成
さ

れ
た
団
体
・
個
人
（
先
着
順
）

問
・
申　
９
月
22
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

に
企
画
財
政
課
（
☎
４
３・９
０
１
５
）
へ

加
悦
鉄
道
資
料
館
「
特
別
展
」
の
お
知
ら
せ

今
か
ら
34
年
前
に
「
加
悦
２
号
機
関
車
の
生

誕
１
１
０
年
」
を
記
念
し
て
、
町
内
の
小
中
学

生
を
対
象
に
し
た
写
生
大
会
が
開
催
さ
れ
、
当

時
の
応
募
作
品
が
大
切
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
般
、
そ
の
作
品
31
点
を
「
懐
か
し
の
写

生
大
会
応
募
作
品
展
」
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
８
月
12
日（
土
）～
10
月
９
日（
月・祝
）

※ 

期
間
の
土
日
お
よ
び
祝
祭
日
の
み
開
館

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
加
悦
鉄
道
資
料
館
（
旧
加
悦
鉄
道
加
悦

駅
舎
）　
※ 

入
場
無
料

問　
加
悦
鉄
道
資
料
館
☎
４
３・０
２
３
２

小
物
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
制
作
講
習
会
受
講
生
募
集

期
間　
10
月
10
日
（
火
）
～
12
月
５
日
（
火
）

の
毎
週
火
曜
日
（
計
９
回
）

コ
ー
ス
　〈
昼
の
部
〉
午
後
１
時
半
～
４
時

〈
夜
の
部
〉
午
後
７
時
半
～
10
時

場
所
　
与
謝
野
町
染
色
セ
ン
タ
ー

内
容
　
四
季
・
歳
時
記
／
昔
話
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

制
作　
38
㎝
×
70
㎝ 

２
枚

講
師　
染
色
セ
ン
タ
ー
技
師　
増
田 

通
正 

氏

対
象
者　
与
謝
野
町
の
住
民
で
染
色
に
興
味
の

あ
る
方

定
員　
各
コ
ー
ス
８
名　
（
応
募
多
数
の
場
合
、

抽
選
を
行
い
、結
果
は
電
話
に
て
連
絡
し
ま
す
）

受
講
料　
６
０
０
０
円（
絹
生
地
等
材
料
費
込
み
）

問
・
申
　
10
月
３
日
（
火
）
ま
で
に
与
謝
野

町
染
色
セ
ン
タ
ー
（
☎
４
３・１
１
７
４
）
ま

た
は
商
工
振
興
課
（
☎
４
３・９
０
１
２
）
へ

ひ
き
こ
も
り
支
援
講
演
会
に
つ
い
て

日
時　
９
月
28
日
（
木
） 

午
後
１
時
半
～
４
時
頃

場
所　
元
気
館
２
階
農
事
研
修
室

問
・
申
　
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９

月
25
日
（
月
）
ま
で
に
福
祉
課
（
☎

４
３・９
０
２
１
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い

認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
・
き
ょ
う
と
認
知
症

あ
ん
し
ん
ナ
ビ
の
ご
案
内

京
都
府
で
は
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
相
談
体
制
の
充
実
を
図
る

た
め
、
認
知
症
相
談
専
用
電
話
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
下
記
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 
京
都
府
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０・２
９
４・６
７
７　
※ 

月
曜
日
～

金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
た
だ
し
土
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
除
く
）

▼ 

京
都
府
若
年
認
知
症
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０・１
３
４・８
０
７　
※ 

月
曜
日
～

金
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
た
だ
し
土
日
、

お
盆
、
年
末
年
始
除
く
）

▼ 

き
ょ
う
と
認
知
症
あ
ん
し
ん
ナ
ビ(

ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ)

　http://w
w

w
.kyoto-ninchisho.org/

問　
福
祉
課
☎
４
３・９
０
２
１

結
核
健
康
相
談
の
お
知
ら
せ

日
時　
９
月
27
日
（
水
）　
午
後
２
時
～
４
時

場
所　
京
都
府
丹
後
保
健
所

対
象
者　
■ 

近
年
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を

受
け
て
い
な
い
65
歳
以
上
の
方

■ 

結
核
に
対
し
て
不
安
を
お
持
ち
の
方
な
ど

内
容　
相
談
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
他

問　
京
都
府
丹
後
保
健
所
感
染
症
・
難
病
担
当

☎
６
２・４
３
１
２

追
加
健
診
（
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
）
の
お
知

ら
せ「

健
診
を
申
し
込
む
の
を
忘
れ
て
い
た
」

「
申
し
込
み
を
し
た
が
、
８・９
月
の
健
診
に
行

く
の
を
忘
れ
て
い
た
、
都
合
が
つ
か
ず
受
診
で

き
な
か
っ
た
」
方
を
対
象
に
、
追
加
健
診
を
実

施
し
ま
す
。
今
年
度
最
終
の
健
診
で
す
。
こ
の

機
会
を
逃
さ
ず
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
１
日
（
水
）　
午
前
８
時
半
～
11

時
半
（
午
前
の
み
）

場
所　
元
気
館

内
容　
特
定
健
診・後
期
高
齢
者
健
診
／
結
核・

肺
が
ん
検
診
／
胃
が
ん
検
診
／
大
腸
が
ん
検
診

／
前
立
腺
が
ん
検
診
（
た
だ
し
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
・
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
・
骨
粗
し
ょ
う

症
検
診
は
実
施
し
ま
せ
ん
）

申　
①
今
年
度
の
健
診
の
申
込
書
を
出
し
て

お
ら
れ
な
い
方
は
、
希
望
さ
れ
る
健
診
に
○
を

つ
け
て
、
最
寄
り
の
庁
舎
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
申
込
書
を
な
く
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
し
ま

す
。
加
悦
庁
舎
保
健
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

②
申
し
込
み
を
し
て
い
た
が
、
健
診
に
行
く
の

を
忘
れ
た
方
は
、
電
話
で
申
し
込
み
を
受
付
け

ま
す
。
そ
の
際
に
健
診
項
目
を
追
加
さ
れ
る
場

合
は
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　
10
月
３
日
（
火
）
正
午
ま
で

問　
保
健
課
☎
４
３・９
０
２
２

出
張
が
ん
個
別
相
談
会
の
お
知
ら
せ

が
ん
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け

す
る
窓
口
と
し
て
、
京
都
府
丹
後
保
健
所
に
て

出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　
９
月
28
日
（
木
）、
10
月
26
日
（
木
）

※ 

い
ず
れ
も
午
後
１
時
～
３
時
半
。
相
談
料
は

無
料
で
す
。

場
所　
京
都
府
丹
後
保
健
所

相
談
員　
京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

問
・
申　
実
施
日
の
前
日
午
後
４
時
ま
で
に

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
電
話

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０・０
７
８・３
９
４

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
午
後
４
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
土
壌
診
断
ほ
場
（
田
）
を
募
集
！

株
式
会
社
よ
さ
の
で
は
、
地
方
創
生
推
進
事

業
の
一
環
で
、
与
謝
野
町
が
取
り
組
ん
で
き

た
「
京
の
豆
っ
こ
肥
料
」
を
活
用
す
る
「
自
然

循
環
農
業
」
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
た

め
、
平
成
27
年
度
か
ら
立
命
館
大
学
が
開
発
し

た
科
学
技
術
「
Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｉ
Ｘ
（
土
壌
肥
沃
度
指

標
）
技
術
」
を
活
用
し
、
土
壌
成
分
を
数
値
で

示
し
、
数
値
に
応
じ
て
肥
料
や
堆
肥
を
処
方
す

る
農
法
の
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
田
の
土
壌
分
析
・

処
方
診
断
に
沿
っ
た
試
験
へ
の
協
力
農
家
を
募

集
し
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
主
体　
株
式
会
社
よ
さ
の

募
集
ほ
場　
水
田
の
ほ
場
（
ほ
場
の
所
在
地
・

品
目
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

問
・
申
　
10
月
２
日（
月
）ま
で
に
農
林
課（
☎

４
３・９
０
２
３
）
へ

※ 

土
壌
分
析
結
果
に
よ
り
、
堆
肥
施
用
の
処
方

診
断
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
実
費
負
担
（
堆
肥
約

５
０
０
０
円
／
ｔ
、
ほ
場
着
値
・
散
布
個
人
・

分
析
結
果
で
施
肥
量
は
変
化
）
で
対
応
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
予
算
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
応
募
が
多
数
の
場
合
は
ほ
場
の
選
定
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

話
の
聴
き
方
講
座
を
開
催
し
ま
す

日
時　
９
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～
４
時

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

定
員　
50
人　
※ 

受
講
料
無
料

申　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

http://m
onban.net/

Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
７
５・７
０
２・６
２
８
５
（
氏
名
、

住
所
、電
話
番
号
、開
催
日
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
）

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

※ 

こ
の
事
業
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

支
援
セ
ン
タ
ー
が
京
都
府
の
委
託
を
受
け
て
実

施
し
て
い
ま
す

大
切
な
命
を
守
る
た
め
に

９
月
10
日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー
、
こ
の
日

か
ら
16
日
ま
で
は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。

自
殺
は
個
人
の
心
の
弱
さ
が
引
き
起
こ
す
の

で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
雑
に
絡
み

あ
い
、
誰
に
も
相
談
で
き
な
い
ま
ま
追
い
こ
ま

れ
た
末
に
起
こ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人

で
も
多
く
の
人
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
あ

な
た
の
身
近
な
人
に
小
さ
な
変
化
が
な
い
か
気

を
配
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
悩
ん
で
い
る
こ

と
に
気
付
い
た
ら
、
じ
っ
く
り
話
を
聞
き
、
専

門
機
関
へ
の
相
談
や
病
院
へ
の
受
診
を
す
す
め

て
く
だ
さ
い
。
そ
の
気
付
き
が
「
自
殺
の
な
い
、

笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
な
が
り

ま
す
。

相
談
窓
口　
▼ 

京
都
府
丹
後
保
健
所
福
祉
室
☎

６
２・４
３
０
２
（
心
の
健
康
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
）

▼ 「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」

https://fishbow
lindex.jp/yosano/dem

o/
index.pl

（
あ
な
た
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を

チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
）

問　
住
民
環
境
課
☎
４
３・９
０
３
０

与
謝
野
ひ
ま
わ
り
体
操
の
放
送
が
始
ま
り
ま
す

与
謝
野
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
で
は
、
与

謝
野
町
合
併
10
周
年
を
機
に
、
町
民
の
皆
様
の

健
康
保
持
増
進
を
目
指
し
て
「
与
謝
野
ひ
ま
わ

り
体
操
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
様
に

体
操
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
に
テ
レ

ビ
放
送
を
開
始
し
ま
す
。
与
謝
野
町
の
名
所
に

ち
な
ん
だ
体
操
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
与
謝

野
町
の
魅
力
を
感
じ
な
が
ら
健
康
保
持
増
進
を

目
指
し
ま
せ
ん
か
。

放
送
開
始
日　
９
月
１
日
（
金
）
よ
り
毎
日
放
送

放
送
時
間　
午
前
７
時
か
ら

問　
社
会
教
育
課
☎
４
３・９
０
２
６

町
民
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
ま
す

日
時　
９
月
30
日
（
土
）　
午
後
７
時
40
分
現

地
集
合
、
午
後
８
時
競
技
開
始

場
所　
プ
ラ
ザ
ピ
ア
峰
山

対
象
者　
与
謝
野
町
在
住
の
方

参
加
料　
大
人
１
０
０
０
円
、
中
高
生
８
０
０

円
、
小
学
生
６
０
０
円
（
３
ゲ
ー
ム
分
）
を
当

日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
貸
靴
は
別
。

問
・
申　
９
月
27
日
（
水
）
ま
で
に
与
謝
野
町

体
育
協
会
（
岩
滝
体
育
館
内
）
に
電
話
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
☎
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
４
６・５
３
２
０
）
で

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
丹
後
は
ぐ
く
み
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
開
催

に
つ
い
て

日
時　
９
月
30
日
（
土
）　
午
後
１
時
～
４
時
半

場
所　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
他

内
容　

講
演
、
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「Pepper

」

と
の
ふ
れ
あ
い
、
子
育
て
支
援
体
験
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど　
※ 

入
場
無
料

問　
京
都
府
丹
後
教
育
局
☎
２
２・４
５
０
４



８
月
５
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
か

や
山
の
家
に
お
い
て
、
町
内
小
学
校
５

年
生
お
よ
び
６
年
生
を
対
象
と
し
た
１

泊
２
日
の
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
」
を
、
町
内
外
在
住
の
外
国
の
方
、

町
英
会
話
サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Jum
pstart

、
加
悦
谷
高
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部

な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
普
段
、
英
語
に

触
れ
合
う
機
会
が
少
な
い
小
学
生
に
、

知
っ
て
い
る
英
単
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
て
、
言
葉
が
通
じ
る
楽
し
さ
を
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感
じ
る
こ
と
と
、
知
り
た
い
こ
と
や

伝
え
た
い
こ
と
を
日
本
人
サ
ポ
ー

タ
ー
に
聞
き
な
が
ら
、
積
極
的
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
回
が
第
１
回

目
の
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
開
会
直
後
こ
そ

固
い
表
情
で
し
た
が
、
自
己
紹
介
、

英
語
の
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
等
を
通
じ
て
徐
々

に
打
ち
解
け
て
い
き
ま
し
た
。

最
初
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
異
文
化

交
流
で
は
、
６
ヵ
国
８
人
の
方
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
母
国
の
文
化
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は
熱

心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
英
単
語
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
使
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽

し
み
ま
し
た
が
、
そ
の
頃
に
は
笑
顔

も
た
く
さ
ん
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
３
時
の
お
や
つ
タ
イ
ム
で

は
、
ナ
タ
ー
シ
ャ
（
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の

提
案
で
、マ
シ
ュ
マ
ロ
、チ
ョ
コ
レ
ー

ト
、ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
材
料
と
し
た「
ス

モ
ア
」
と
い
う
お
や
つ
、
夕
食
で
は
、

ミ
シ
ェ
ル
（
町
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
郷
土
料

理
「
チ
リ
シ
チ
ュ
ー
」
を
作
っ
て
、

お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

就
寝
前
に
は
、
ア
ベ
リ
ス
ツ
イ
ス

と
の
交
流
の
歴
史
や
経
緯
を
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、
昨
年
、
ア
ベ
リ
ス
ツ

①参加者による記念撮影　②緊張
しながらも英語を使って自己紹介  
③英語による説明を真剣に書き留
めました　④キャンプで感じたこ
とを１人ひとり発表しました　⑤
参加者全員で「クッブ」を楽しみ
ました　⑥異文化交流では外国の
文化・歴史について説明を受けま
した　⑦ミニ英語劇を披露

イ
ス
に
訪
問
し
た
高
校
生
４
人
か
ら
、

体
験
談
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
ク

イ
ズ
に
し
て
、
わ
か
り
や
す
く
紹
介

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
散
歩
、
ひ
ま
わ
り
体

操
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
発
祥
の
ゲ
ー
ム

「
ク
ッ
ブ
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
と

絡
め
な
が
ら
楽
し
ん
だ
後
、
３
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ピ
ー
カ
ー
、
サ
ポ
ー
タ
ー
、
加
悦

谷
高
校
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
の
生
徒
と
一
緒
に
、

最
後
の
イ
ベ
ン
ト
と
な
る
ミ
ニ
英
語

劇
に
向
け
た
練
習
を
し
ま
し
た
。

昼
食
後
は
、
い
よ
い
よ
本
番
で
す
。

お
迎
え
に
来
ら
れ
た
保
護
者
の
皆
さ

ん
を
前
に
し
て
、
緊
張
の
場
面
で
し

た
が
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
演
出
や
配

役
に
も
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
、
子
ど
も

た
ち
も
、
い
い
発
音
で
表
情
豊
か
に
、

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
も
交
え
て
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
に
、
子
ど
も
た
ち
が
、「
新

し
い
友
達
と
一
緒
に
英
語
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
」「
英
語
の
楽
し

さ
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
良
さ
が
分

か
っ
た
」「
英
語
を
す
ら
す
ら
喋
っ

て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
を
見
て
す

ご
い
と
思
っ
た
」
な
ど
、
感
想
を
１

人
ず
つ
発
表
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン

プ
で
、
子
ど
も
た
ち
は
国
籍
や
年
齢

を
超
え
た
新
た
な
出
会
い
と
と
も
に
、

外
国
の
多
様
な
文
化
を
知
る
と
い
う

貴
重
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
英
語
と
親
し
み
、
楽
し
む
こ

と
を
通
じ
て
、
自
分
の
世
界
や
繋
が

り
が
、
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
く
楽

し
さ
へ
の
入
り
口
づ
く
り
が
で
き
た

と
感
じ
ら
れ
る
２
日
間
と
な
り
ま
し

た
。

①

②

④③

⑤

⑥⑥ ⑦
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